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図2　J－CAPRAスコアリスク別CSSおよびOSのカプランマイヤー曲線（文献3より引用改変）
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北川ほか　前立腺癌に対するbicalutamideを用いたCAB療法におけるJ－CAPRAの有用性の検討
ことで患者背景を調整し，精度の高い検討ができ
る可能性があることが示された。
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